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ウ．ー職員の配置（営農部）
～「営農指導体制の強化J ( 11地区iで営農指導員（※） 13 

i名f名× 11地区センタープラス主管部体制から、主管部
百署への集中化によって、購買ー技術指導一生産一販売に

ーハ わたる一環指導、品目専任制指導員の配置）を一体化し
r出向く体制j (TA C体制）を更に強化する。

（※）主な業務を、栽培技術や農業経営の指導、 －担当地区のビ
ジョンおよびプランの策定実践支援、地域農業の担い手サポー
ト（生産振興の提案を含むTA C業務？ と明確にする

l

－
j
z－－
e

－
 

・・0

．，．．．． 
、．．
． 

-. .、一

さ当lj~f.} Aは南砺市農業再生協議会の構成員組織として、行政等と

の連携－. ・.協力によりプランの策定を支援するとともに、プラン
に位置づけられた地域の中心経営体を効率的に、かつ安定的に
農業経営を営む担い手として育成し、これらの担い手の持続的

な経営発展民向問た取組をすすめている。
.. , 



(2）主な支援内容

①担い手の育成・確保に向けた支援

ア．行政との連携によるビジョンおよびヲランの取組の一体的推進
（ア）担い手への農地集積、農地の利用調整
（イ）青年就農給付金（経営開始型）の交付等事務（対象者： 6組織等）
（ウ）女性就農者の参画促進
（工）経営体育成支援事業の推進
（オ）認定農業者に対するスーパーし資金の当初5年間実質無利子化対応

．． 
ueドド・・．

イ．地域密着型の営農指導体制の確立
農業者の高齢化に伴う農業経営の継続困難等による地区・集落の機能低下を阻止

するため、地域の担い手（干柿農家の後継者等を含む）を長期的に育成する。

なお、当 J..~A は担い手等の営農活動を支援する一方、耕作放棄地・不作付地の解

消等に向け、自ら必要に応じて営農活動を実施する。

（対応内容は以下のとおり ）

0福光協業組織協議会 （会長・副会長らはプランの中心経営体、事務局は同JA 

営農部。 ）において、協業集落営農組織の営農・農政活動および情報交換（栽培

技術、機械操作、運転技能の習得・向上に向けた研修・視察、農作業の安全講習

12 



0南砺市担い手育成総合支援協議会
(j Aは構成員組織として協力参加）において、担い手（代表者、
経理担当者）の経営管理能力の向上に向けた研修等を実施する。

0 「JAによる農業サポート」のステップアップ
「同 JA農業サポートセンター」 （仮称）の法人設立（将来イ
メージとして計画済み〉を念頭に置き、干柿農家の後継者育成
（作業技術の伝承を含む）、農作業 の受委託や機械リース等の

営農組織間連携、農地の管理による耕作放棄地ー不作付地の解消
等に向けた取組を強化する0-

ウ．スーパーマーケットとの連携等による販売支援

担い手等が栽培する農産物等の販売促進のため、う米蔵 （直売
所・インターネット販売）、サンキュー福光フレッサ店および他
のスーパーマーケットの産直コーナーを活用し販売機会の提供
（販売機会の増加）のほか、食品 （味噌等）加工等のための施

設・設備の提供をすすめる。

工．農業者労災保険特別加入制度の推進
（アト特定農作業従事者
（イ）指定農業機械作業従事者、中小事業主

13 



②農地の集積・利用調整に関する支援
ビジョンおよびプランを通じて地域農業の中心となる担い手を明確化し、農

地利用集積円滑化団体として農地の集積（農地集積協力金（25年度） ：面積

11. 4 h a －規模拡大加算（25年度） ：面積25.9・h aおよび利用調整（利用権

設定面積： 24年度350h a、25年度384h a）を積極的に実施している。

これにより 1 1地区のうち東太美地区のフランでは、たてみ営農組合

(25年設立、構成員13人、作目は水稲）が中心経営体に位置づ、けられ、

8. 3 h aの利用権設定に至った。

③多様な担い手の役割発揮に関する支援

兼業農家や個人農家等（農地保有者等を含む）を地域における多様な担い手とし

て確保するとともに担い手経営体へのステップアップの可能性を探るため、生産

支援 （作物の栽培・収穫、肥料、農薬等に係る指導・研修）および販売支援をす

すめている。

また、定年帰農者や市民農園利用者を新たに多様な担い手として参加してもら

うための支援についても関係機関と検討 a 協議する等、新たな担い手づくりに向

けて取り組む。

14 
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④特色ある産地づくりに向けた支援
「園芸所得増大 1・2 ~ 3・ （ワン・ツー・スリー） J戦略プラン（23～27

年度の5か年計画）における「 1地区1特産品開拓運動J （各地区の特産
物を生産拡大品目と位置つけ、栽培二技術の確立、収量・品質の向上九契約
栽培の確立、 6次産業化を目指している。

【表A】特産物（野菜等〉の生産に係る現状・目標
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（単位：ha、万円）

Ii§-土工 アスパラ ブロッコリー、 向日葵、
畑地野菜 加工かぶ その他 合計

ガス キャベツ 黒大旦等

生産面積 2.4 0.7 
22.3 

13.0 2.5 0.8 41.7 
（向日葵20)

（上：24年実績）
71.0 （下：27年目標） 20.0 15.0 13.0 2.5 1.5 123β 

（向日葵50)

生産額 439 98 189 1 807 500 260 3,293 
（上：24年実績）

（下；27年目標） 2,600 2,600 1 000 1,700 800 1,300 10000 

号.. 
! 

【表6］北山田地区（例〉における特産物の生産面積等

生産
面積

下 ｜ ブロッ ’ I 
向日葵 （実績／計画 l l実績／計画 i _c. ；実績／計画

I コリー I I 力

23年度計画 I 4.0 : I 0.1 : I 0.1 
卜一一一－~ 140%トーし－--I 100出 卜一一－－－！ 200弘

23年度実績 I . 5.6 I I 0.1 : I 0.2 : 

24年度計画 I 5.0 : I o 2 : I 0.3 : 
ト一一－－~ 156%ト一二一司」 50先 ト一一一J 300覧

24年度実績 I 7 .8 I I 0.1 : I 0.9 

25年度計画 I 6.o : 133% I o.4 : 200見 I o.s : 200見
25年度実績 I ~ c2s年度計 1 ＇ ~ (23年度計 1 ~ (23年度計
（見通し） I s.o ；画の2倍）｜ 0.8 ；画の8倍）｜ 1.0 ；画の10倍）

子百メーゴゴ カブ ；実績／計画

0.6 : ー一一’時吋 100弘
巳i___l
0.6 : 

トーーー巴ー－-~ 100% 
0.6 : 
ーーーーーー一寸
0.6 －ー由一ー－! 133弘

i (23年度計画

0.8 : の1訓告）

＝＝・ 15 



3) J"Aの事業を活用した支援対策 ω

①営農 i；~：経済事業関連の支援
ア．集落営農組織化実践事業の推進...-

基幹作物（水稲）の生産コスト低減と：水田の効率的活用により生産性の向上を

はかるととあi二管内の水田農業を推進するため、生産組合 （集落）を単位として設

立 した営農組織や、農業生産法人、認定農業者に奨励措置を行っている。

0肥料、農薬、油類等の資材対応
肥料の場合、年間供給額150干円以上で上限3%、300千円以上で上限501oを

奨励。農薬の場合、年間供給額100千円以上で上限30;0、600千円以上で上限

5%を奨励。油類の場合、年間供給額の上限3o/oを奨励。

0農協施設利用対応（カントリーヱレベーター施設の稼働率向上施策）
米の場合、生籾では乾燥調製料の上限20°16、半乾では上限50%を奨励。

また、 出芽苗については、 1,000枚以上で料金の上限10%を奨励。

大麦・大豆の場合、荷受重量10トン以上では乾燥調製料の上限10%を奨励。

O機械・施設の導入、機械貸付事業の推進（要領に基づく）
機械・施設導入の場合、営農組織に対して事業費 （200千円以上）の上限30;0奨

励。機械貸付の場合、営農組織に対して年間貸付料の上限3%ほかを奨励。

（対象物件の法定耐用年数を利用期間とし：、毎年一定の利用料を支払う。）




